
 

記者発表資料 

令和８年９月３０日 

独立行政法人水資源機構 

 

「環境報告書 2025」を作成しました 

～環境保全から広がる環境創造～ 

独立行政法人水資源機構は、令和7年度（2025年度）の事業活動
に伴う環境への取組等をまとめた「環境報告書 2025」を作成しま
した。 

水資源機構では、業務の実施に当たり、環境保全への配慮や環
境への負荷低減など、様々な取組を実施しています。 

「環境報告書 2025」には、水資源機構の環境方針や環境行動計画
2026の概要、環境への取組を支える仕組み、環境創造に向けた取
組実績などを掲載しています。 

「環境報告書 2025」は、本日より水資源機構のホームページでご
覧いただけます。 

お問合わせ先 : 経営企画部環境課 大作、宮本 
電 話：０４８（６００）６５５５（環境課）  
 

発表記者クラブ :  国土交通記者会、水資源記者クラブ、竹芝記者クラブ 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．環境創造に向けた取組実績 

新たな「環境方針」の三本柱「脱炭

素・資源循環型社会への貢献」「生物多

様性の確保」「水源地域のブランディン

グの推進」を踏まえて、取組実績を整理

しています。あわせて、トピックスとし

て個別の取組を紹介しています。 

 第三者意見や環境報告書アンケート結

果などを掲載しています。 

４．より良い環境の創造を目指して 

 機構独自の環境マネジメントシステム

（W-EMS）や推進体制、環境監査など環

境への取組を支える仕組みについて掲載し

ています。 

２．環境への取組を支える仕組みとガ

バナンス 

１．新たな環境方針と環境創造に向け

て 

 「環境保全」に加えて「環境創造」に取

り組むために策定した、新たな「環境方

針」や「環境行動計画 2026」について

掲載しています。 

    


